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学会ホームページにて申込み → 登録通知メールの受取り →

受講料の支払い
（郵便振替は用紙発送あり） →

講習会当日
（参加証，領収書の受取り）
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「第109回医用超音波講義講習会」のお知らせ

中級者対象講義講習会　～指導者育成講座～
主催　一般社団法人　日本超音波検査学会　学術委員会
実行委員長　平山　現生（江戸川区医師会検査センター）

日本超音波検査学会では超音波検査の普及と検査技術の向上を目的として，医用超音波講義講習会を開催しております．今回は，上級者へのス
キルアップを目指す方々や指導的立場のみなさまを対象に，指導者育成講座を開催いたします．実際の症例を通して，病態を把握するために必要
となる知識を確認するとともに，一歩進んだ読影方法を学んでいただきます．
テーマ:指導者育成講座（症例カンファレンス・臨床講座など）
本講では指導者育成を目的として，①症例カンファレンス，②臨床講座，③ライブ講演などを併催いたします．各セッションを通じて，診断技術
やレポート表現力の向上と我々の知らない超音波活用法などを研修していただきます．

日時 循環器領域　8:30～16:30
腹部領域　8:30～16:30
整形領域　8:30～16:30

会場 大宮ソニックシティー

定員 循環器領域260名／腹部領域300名／整形領域100名

受講料 正会員6,000円

申込み方法 お申込受付を終了しました．
指示に従ってお申込みください．お申込みが完了しますと，登録通知メールが送信されます． 本講習会はWebによる
申込みのみとし，ハガキおよびFAX による申込みは行いません．

受講申込み期間 2011年8月17日～9月13日（郵便振替の場合）
2011年8月17日～9月26日（クレジットカード決済の場合）
郵便振替の払込期日　2011年9月22日
いずれも期日厳守でお願いします．
申込みが定員になり次第，締切りとさせていただきます．
受講料の払込期日を過ぎますと，自動的に申込みがキャンセルとなりますのでご注意ください．

受講までの流れ

受講証廃止の
ご案内

受付業務の整理に伴い，参加費入金確認後に送付していた受講証を今回はお送りしません．代わりに，当日受付にて参
加証と領収証をご用意しておりますので，受付でお受取りください．なお，会員証を必ずご持参くださいますようお願
いいたします．
医用超音波講習会の申込み方法はWebによる申込みのみとさせていただきます．ハガキおよびFAX による申込みは
行いませんのでご注意ください．
本講習会は日本超音波医学会認定超音波検査士資格更新単位の取得はできません．
講習会当日に欠席された方への受講料の払い戻しはいたしません．
申込者の方以外の受講はできません．
講習会当日欠席された場合には，講習会終了後にテキストを郵送いたします．
会場内での写真およびビデオ撮影，音声録音はご遠慮願います．
パスワードが不明の方は学会事務局（jimukyoku@mail.jss.org）にメールでお問い合わせください．
カード決済は（株）国際文献印刷社が決済業務を代行しております．

ご注意 ご確認のため，web登録の際の登録情報を印刷してお持ちくださることをお勧めします．

会場 大宮ソニックシティー
埼玉県さいたま市大宮区
桜木町1丁目

交通
JR大宮駅より徒歩5 分
腹部領域会場:小ホール
循環器領域会場:市民ホールA
整形領域会場:市民ホールB

連絡先 〒169-0075　東京都新宿区高田馬場4-4-19
一般社団法人　日本超音波検査学会講習会ヘルプデスク
TEL:03-5389-6214　　FAX:03-3368-2822
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（電話対応時間　平日9:00～12:00, 13:00～17:00）
E-mail:jss-koshu＠mail.jss.org

プログラム
〈指導者育成講座〉
腹部領域　10月10日（月曜・祝日）:小ホール

時間 内容

08:30～08:50 受付

08:50～09:00 オリエンテーション

09:00～10:30 実践に役立つ症例カンファレンスI（肝臓・脾臓）
講師:関根　智紀（旭中央病院）
　　　　南里　和秀（静岡県立静岡がんセンター）
　　　　米山　昌司（静岡県立静岡がんセンター）

実際の症例を通して，病態を把握するために必要となる知識を確認するとともに，一歩進んだ読影方法を学ぶ．

10:30～10:45 休憩

10:45～12:15 実践に役立つ症例カンファレンスII（胆道・膵臓）
講師:山口　秀樹（国立病院機相模原病院）
　　　　武山　茂（国立病院機東京医療センター）
　　　　川地　俊明（大垣市民病院）

実際の症例を通して，病態を把握するために必要となる知識を確認するとともに，一歩進んだ読影方法を学ぶ．

12:15～13:15 昼休み

13:15～14:45 臨床講座:「慢性肝疾患の診断と治療における超音波検査の役割」
講師:住野　泰清（東邦大学医療センター大森病院）
司会:丸山　憲一（東邦大学医療センター大森病院）

14:45～15:00 休憩

15:00～16:30 実践に役立つ症例カンファレンスIII（消化管）
講師:長谷川雄一（成田赤十字病院）
　　　　西田　睦（北海道大学病院）
　　　　浅野　幸宏（成田赤十字病院）

実際の症例を通して，病態を把握するために必要となる知識を確認するとともに，一歩進んだ読影方法を学ぶ．

循環器領域　10月10日（月曜・祝日）:市民ホールA

時間 内容

08:30～08:50 受付

08:50～09:00 オリエンテーション

09:00～10:30 とことん症例カンファレンス I部

色々な症例をみて，病態の把握に必要な事項や描出テクニックなどを徹
底的に討論し，一歩進んだ知識と技術を養う.

進行講師:
　戸出　浩之（群馬県立心臓血管センター）
　田中　教雄（国立循環器病研究センター）
　種村　正（心臓血管研究所付属病院）
症例提供講師:
　井関　進也（公立豊岡病院）
　林　愛子（姫路赤十字病院）
　松谷　勇人（天理よろづ相談所病院）
　水田　理香（国立循環器病研究センター）
　岡庭　裕貴（群馬県立心臓血管センター）
　高木　秀祐（三井記念病院）
　中島　英樹（筑波大学附属病院）
　渡邊　伸吾（心臓血管研究所付属病院）

10:30～10:45 休憩

10:45～12:15 とことん症例カンファレンス II部

色々な症例をみて，病態の把握に必要な事 項や描出テクニックなどを
徹底的に討論し， 一歩進んだ知識と技術を養う．

12:15～13:15 昼休み

13:15～14:45 とことん症例カンファレンス III部

色々な症例をみて，病態の把握に必要な事項や描出テクニックなどを徹
底的に討論し，一歩進んだ知識と技術を養う．

14:45～15:00 休憩

15:00～16:30 臨床講座:「心エコー:ヨイトマケの唄」
講師:竹中　克（東京大学医学部附属病院）
司会:遠田　栄一（三井記念病院）

整形領域　10月10日（月曜・祝日）:市民ホールB

時間 内容

08:30～08:50 受付

08:50～09:00 オリエンテーション

09:00～10:30 エコーでわかる整形領域疾患
講師:前田　佳彦（刈谷豊田総合病院）
司会:平山　現生（江戸川区医師会検査センター）



各整形領域疾患の画像的特徴を解説

10:30～10:45 休憩

10:45～12:15 実践に役立つ症例カンファレンス I
講師:石崎　一穂（東京厚生年金病院）
　　　　鈴江　直人（徳島大学病院）
司会:中島　亮（国立病院機構千葉東病院）

実際の症例を通して，病態を把握するために必要となる知識を確認するとともに， 一歩進んだ読影方法を学ぶ

12:15～13:15 昼休み

13:15～14:45 臨床講座:「リウマチエコーの最新情報」
講師:大野　滋（横浜市立大学附属市民総合医療センター）
司会:山口　秀樹（国立病院機構相模原病院）

14:45～15:00 休憩

15:00～16:30 整形領域における超音波検査のすすめかた
講師:西森美佐子（だいいちリハビリテンション病院）
司会:杉田　清香（海上ビル診療所）
装置提供:東芝メディカルシステムズ株式会社
整形領域における超音波検査の進め方を解説（ライブ講演）
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